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はじめに

かつてのネイティブアメリカンの教えの一つに「秘密の場所を持つ」というものがありました。彼

等は⾃然の中に、⾃分のお気に⼊りの場所を⾒つけ、ほぼ毎⽇そこに通うのだそうです。するとその

場所が色々な「秘密」を教えてくれるのだとか。どうやら他の人には秘密という意味の「秘密」では

ないらしいのです。

じゃあその「秘密の場所」で一体彼等は何をしていたのでしょう？ある人は

「自分の霊性を高めていたのだ。」

と言います。またある人は

「自然から学ぶ事は沢山あるのだ。」

といいます。いずれにせよ、毎⽇同じ場所に座り、同じ⽅向を⾒つめていれば「⺟なる地球」が素敵

なショーを⾒せてくれるんだとか・・。我々現代⼈からしてみれば、何とまあ退屈な事だ・・・と思

いませんか？

それでもネイティブアメリカンへの憧れ、特にその「教え」の部分に憧れを持っている私は実⾏し

てみました。彼等のように「秘密の場所」を⾒つけて、ほぼ毎⽇通い始めてみました。

そして毎回一時間以上、時には二時間くらい、じっと、同じ場所にすわってみました。かれこれ約

⼗年。本当はどこかの⼭奥の未開の地なんていうのがいいのでしょうが、都⼼まで電⾞で約四⼗分と

いう郊外に住む私が通っているのは、家の近くの、とある公園。そこには小さな池と、これまた小さ
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な林があります。

そこで「⺟なる地球」が⾒せてくれた素敵なショー。そんなショーをほぼ毎⽇、⼗年間⾒ると、ど

うなると思います？率直な感想から⾔うと、そこから何かを学んだかもしれないし、学んでないかも

しれない。霊性？が⾼まったかどうかは尚更分からない。ただその場所は、確かに⾊んな秘密を教え

てくれました。

これを読んでいる皆さんの中に、もしかしたら、少しでもその秘密に興味を抱いてくれている方が

いらっしゃるかも分からない。なので勿体無い気もするけど一生懸命皆さんにお伝えしたいです。そ

こでどんなショーが⾒れたのかを。
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感覚瞑想

「秘密の場所」で、一時間じっと座っていると書きましたが、実はそこで一つの瞑想をします。俗

に言う「瞑想」とはちょっと違う？目を閉じない瞑想ですが、とにかくその瞑想方法は「感覚瞑想」

と呼ばれます。やり方は簡単。

先ず考えるのをやめる事。これが大事。頭の中を空にして、文字通り感覚に集中します。そして自

分の五感が感じ取るものに集中する・・・それだけです。

我々現代人は五感などの感覚を、そんなに使う必要のない、安全な生活を手に入れました。でも野

⽣動物は違います。⾷べるものの⾒極め、⽔場の場所、⾃分に迫る危険な⾳にいたるまで、全て、常

にリアルタイムに感じ取っています。私以外の「秘密の場所」の住人も、そうやって暮らしています。

感覚瞑想は、野生動物の存在の仕方に近いのだそうです。

「秘密の場所」に通い、「感覚瞑想」をしなさい。その教えは、言い換えれば、

「一日のうち、少しの間でも、野生の生き物として自然の中に身を置きなさい。」

ということなのかもしれませんね。
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敵？⾒⽅？ダクトテープマンが現れた！！

「秘密の場所」に毎日、もしくは、ほぼ毎日通う。ちなみ私の先生、トム・ブラウン・ジュニアさ

ん（ネイティブアメリカンの教えを伝えている学校の校⻑先⽣です。）はこんな事を⾔います。

「出来たら⽇の出、⽇の⼊りの時間に『秘密の場所』に⾏って、じっと座ってみなさい。⺟なる地

球が素敵なショーを⾒せてくれる。」

なるほど・・・。でも、そんなショーを楽しむ前に、大きな敵が現れました。話に聞いていた「ダ

クトテープマン」です。

秘密の場所に通い始めたころ、特に夜にそこへ⾏った時などは、辺りは真っ暗、⼩さいとはいえ林

の中・・・辺りでガサガサ音が聞こえます・・・そこで自分の中のダクトテープマンが囁くのです。

「ほら、あそこに何か怖いものがいるぞ、逃げろ！」

「こんな所にいたら寒くて風邪をひくよ・・・明日、明るい時にまた来ればいいじゃないか？」

「こんな所で座ってたって何の為にもなりゃしないよ、早く帰ってテレビでも⾒よう。」

「今日はもう疲れてるんだ、早く帰って体をゆっくり休ませた方がいい・・・。」

等々・・・。ちなみに何故ダクトテープマンなのかというと、アメリカでは日本のガムテープのよ
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うに、ダクトテープというのが便利に使われていて、とにかく何にでも使えるんです。カナダでカヤ

ックの底の⽳を塞ぐのに使われていたのも⾒たことあるくらい。そんなダクトテープで⼝を塞ぎたく

なる男・・・それがダクトテープマンなのです。

秘密の場所に通い始めて約10年後の今ではあまり現れなくなりましたが、それでも未だに⾃分の

中に住んでいるのは、はっきりわかります。自然と向き合う前にしっかりと向き合わなければならな

い敵？⾒⽅？そのダクトテープマンの正体は・・・？

「秘密の場所」に通おうとする人々に、必ず現れる、第一の敵、ダクトテープマンのお話でした。
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梟のメディスンを身にまとう

「秘密の場所」に通いはじめて間もない頃。夜でした。林の中に恐る恐る歩み⼊っていく。そして

やはりダクトテープマンが囁きます。

「幽霊が出るぞ・・。」

「あの音は・・・こんなところに人間が！？」

「蛇がいるんじゃないか！？かまれるぞ・・。」

「お腹が減ってるんだ。早く帰って飯食おうぜ・・。」

恥ずかしい話、怖かったです。仕事が終わってから「秘密の場所」へ向かうので、暗くて怖い思い

をするのです。夜⼊って⾏くのが怖いからいつも仕事前に早起きして⾏こうと思っても、ぐうたらな

私にはそれが出来ないんです。

そして今日も夜の「秘密の場所」へ。暗い茂みの中に入っていくのはやっぱり怖いです。それでも

やっとの思いでいつも座っている場所にたどりつきます。いつものように東の⽅角を⾒つめ、感覚瞑

想に入ります。約二十分後・・・辺りに動きが出始めます。ガサガサ物音もします。敏感な彼等は、

私がその場所に入っていくのを、私がそこに辿り着くよりも遥かに早く感じ取り、

「変な奴が来た！隠れよう！」

てな感じで、隠れてしまったり、黙り込んでしまったりするんです。約20 分後、辺りはやっと、私

がそこに辿り着く前の状態に戻るんです。
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正直あまり好きではなかった（今でも正直少し苦手）ウシガエルが目の前の水面に顔を出したり

も！！・・・怖い・・・帰りたい・・・

そこで梟のメディスンを借りることにしました。感覚瞑想へのもう一つの入り方です。あたかも自

分が梟になったのか如く想像するのです。深く深呼吸をし、全身をリラックスさせる。そしてこんな

想像します・・・

「体に羽が生える・・・その羽は、風がふくたびになびくしなやかな羽。羽の一本一本に神経が通

っているようだ・・・あたかも肌がとても敏感になったみたいに思える。梟のような大きな目を持つ

・・・その目は顔の⼤きさとの⽐率からするとあまりに⼤きく、目だけを動かす事は出来ない。ミミ

ズクの様な⼤きな⽿が⽣えてくる。凄く近くの⾳、遠くの⾳が三百六⼗度の⽅向から⽴体的に聞こえ

る・・⾳が⾒えるみたいだ・・・。周りで起きていること全てが⾃分の体の⼀部のように思える。自

分は人間じゃない・・・大きなミミズクだ。強くて、全てを敏感に察知して、音もなく飛ぶ事の出来

るミミズクだ。」

梟になった私。不思議な事に、もう怖いなんて気持ちはどこかへ⾏ってしまっていました。それど

ころか森の守り神みたいに形容される本当の梟のように、その林を守ってるような・・・そんな⽣意

気な気分にさえなっていました・・・。

フクロウのメディスン。本当に凄い効き目でした。


